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D 33 住宅に軸ける個人専用品の保有と収納について（女子学生の場合）

　その１　個人専用品の保有実態と保有に影響を軸よぼす要因

　　　　　　　　　　　　　　大阪樟蔭女大　一棟宏子　○本田　節

住　居　201

　目的：生活用品の個人専用化傾向は、家庭に釦ける生活用品の保有量の動向を左右し、その

収納場所に影響を与える。そこで、本研究は女子学生を対象に持物調査を実施し、生活用品の

個人専用化がどの程度まで進行しているかその実態をとらえ、専用化を促進する条件や収納に

ついて考察し、住宅の収納空間計画に役立てることを目的としている。本報では個人用品の保

有実態を明らかにし、保有に影響を軸よぼす要因について報告する。

　調査の概要: 19 8 3年６月、女子大家政系学部に所属する学生232人を対象にアンケート調査

を実施し、2 0 4人の有効回答を得た。調査には寝具と衣類等を除く2 2 0品目の生活用品をとｊ

あげ、保有とその収納の実態訃よび個人専用品に対する必要性評価を求めた。

　結果およぴ考察:(1）個人用品として１人当1）8 2品目が保有され、このうちの８割近くがくぜ

ひ必要＞と評価されている。保有率と必要性評価がともに高い品目は、衣類収納用具、学習用

具、洗面・化粧・入浴用品があげられ、これらは個人用品として基本的々ものといえる。一方

評価は低くても趣味・娯楽、スポーツ用品次ど現実には多く保有され、個人専用化は広範囲に

わたっていることがわかる。　（2）個人用品の保有状態に影響を与える要因として、家族人数、

寝室の専用・共用、寝室の広さに有意差が認められた。すなわち、寝室が専用で広いほど、ま

た、家族人数は少々いほうが個人専用品は多く保有されている。さらに、これらの条件にX i)

保有状態が左右される品目は、家族人数では3 3品目で趣味・娯楽・スポーツ用品、備品に多く

みられる。寝室の専用、共用は4 7品目で大型家具や備品系を中心に広範囲に釦よび、寝室の広

さでは4 0 品目で主に家具類などにみられる。

D 34
住宅に軸ける個人専用品の保有と収納について（女子学生の場合）

　その２　保有パターンの分析と収納について

　　　　　　　　　　　　　大阪樟蔭女大　○一棟宏子　　本田　節

　目的：本研究は家庭に軸ける生活用品の個人専用化傾向の実態をとらえ、専用化を促進する条

件や収納について考察することによ!)、住宅の収納空間計画に役立てることを目的としている。

本報では、個人用品の保有状況をより明確に把握するために、保有のしかたの類似性罠基づい

て調査対象をいくつかのグループに分け、各グループの特徴を保有パタ―ンとして考察する。

同時に、個人用品の収納の傾向について実態を報告する。

　方法：調査の概要は前報と同様である。また、調査対象のクルーピンクは、各品目の有無

祁ついて主成分分析を併用したＱモードクラスター分析法によD分類した。分析にと夕あげた

品目はIll品目、保有率8 0匁以上の品目と3 0%未満の品目は除外した。左軸、計算にはSPSS

統計パッケージを使用した。

　結果および考察: (1)個人用品の保有パタ- ンiri5つに分類できた。各パターンK. おける保有

品目数は、最も保有品目が少ないグループを1. 0とすると、それぞれ1.1 3 , 1.3 5 , 1.6 9 , 2.0 9

倍に相当する。保有品目のちがいは、家具・備品類、趣味・､娯楽用品に顕著にあらわれている。

また、パターン別に必要性評価の傾向をみると、保有品目の多いパタ― Vはくぜひ必要＞と評

価している品目が多く、保有傾向と必要性評価の傾向はほぼ対応しているといえる。　(2)各グ

ループＫ属する対象の条件を比較すると、寝室の条件と家族人数に有意差か認められた。　(3)

個人用品は大半が自室Ｋ収納されるi)-''、使用場所が自室以外に限定されるものや使用m度が低

いもの、形状が特殊-ft ものなどは自室以外に収納される。今後は個人専用空間と共用空間K. 釦

ける個人用品の定量化をはかる必要があると考える。


